
ごあいさつ

盛夏の候、皆橡におかれましては益々ご健勝にお過ごしのことと

お喜び申し上げます。

この度日本格高島屋におきまして、『第13回　黒木国昭ガラス作

品展』を開催させていただく運びとなりました。これもひとえに皆

棟の日頃からの温かいご丈後やお力添えの賜と心より感謝申し上げ

ます。

一昨年より宮崎県立美術館を皮切りにスタートしました、NHKグ

ループ主催・文化庁の後援による「琳派と広重の展開」展は、東京・

大阪・名古屋・福岡・新潟で開催され沢山の方々のご来場を賜り、

高い評価のなか巡回展として大成功を収めることが出来ました。今

年11／28からはいよいよイタリアのガラスの聖地ヴェネチアの

世界に名高い国立カ・ペーザロ博物館で2ヶ月のロングラン展とし

て開催されます。西洋のガラスと日本の美意哉・丈化・伝統・歴史・

風土を融合させた作品をヴェネチアで展覧できますことは、私の約

半世紀に及ぶガラス人生の中でも大きな意味を持つ機会であり、ま

た近年にない大型の国際裳術文化史流として各方面より高い期待を

いただいておりますこと大変嬉しく思います。

今風はヴェネチアに懸ける想いと、これまで数々の作品を創出し

て参りました級工彦創立20周年記念の二つの心を込めた展覧会と

して考えております。

約二十年の歳月で完結した「東海道五袷三次」シリーズ後、“広重

から北斎へ”のテーマのもと、この度完成致しました葛飾北斎の「富

嶽三十六景」シリーズ最新作、花器「凱風快晴」、オブジェ「東都浅

草本願寺」の初披露を始め、私の創作の原点である琳派「光琳」と、

新感覚のアールヌーヴォー「新世紀ロマン」、世界初の二色被せから

三色被せへと進化し続ける「級切子」など、これまで以上に私の心

血を注いだ新作の数々を発表いたノします。

是非ご来場の上ご高覧賜れば幸いです。

ご来場を心よりお待ち申し上げております。

コ醸ズ碑匝叫ア郎08恥～和iB（た）

良を鶴（東和高鳥鼠β帽彰析嵐帝



卓超した夜館と日本埠感性の顧合が国境を超え世界の人々を腰アする傑作シリーズ「淋兼J

1　金彩象軟「光琳」
径30×高35cm
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2　プラチナ象軟「光琳」
径22．4×高31．4cm

長森



オブジェ〈東都浅草本願寺〉

浅草寺周辺は、昔から寺院の多いところであった。明暦

3年（1657）の大火以降、神田方面からもこの地に多くの寺

が移された。浄土真宗の名刺である東本願寺も、神田から

浅草に移転し、35の塔頭が軒を連ねる広大を寺院とまっ

た。築地の西本願寺に対して東本願寺、あるいは浅草門跡

と親しまれ、江戸庶民の信仰を集めて、大いに繁栄した0

北斎の措く本願寺の図は、前面に本堂の瓦屋根を大きく

措き、遠景には小さく富士を配して、大、小の三角形の繰

り返しという北斎得意の造形的を構図とまっている。中景

には鳶凧、火の見櫓、薄紅色に染まった霞の間には家並み

を措いて人々の暮らしを覗かせている。

黒木国昭氏は、本図に基づき豪がらも、独自の視点から

斬新豪オブジェ作品として完成させた。

近景の大屋根を手前に大きく配置し、屋根の上の修理職

人の姿も詳細に表現されている。中景の霞は三段階に奥行

きを持たせ形成されているたら、平面では表現し得か、屋

根と富士山との距離感が見事に表れている。

とりわけ注目されるのは、鳶凧があたかも空中に舞う如

くに、細かいガラス管を糸に見立てて表現されていること

であろう。

遠景の富士山は、円筒形のガラスの側面に溶着され、底

部に内蔵された灯りによって浮かびあがる趣向である。黒

木氏壕らではの、卓越したガラス造形の技能と意表をつく

発想によって完成を見たオブジェ作品と言えるだろう〇

本作品の製作工程は、およそ次の通りである。

①空と富士山は、透明ガラスに金箔や乳白ガラスを何層に

も重ねる。青系のパウダーをふるい掛けて空のぼかしを

表し、別に作って葺いた富士のパーツを溶着する○

②大屋根、火の見櫓、家並豪どのパーツを作っておく。火

の見櫓は家並みの間に石膏を流し込み、立体的に溶着し

た後、石膏を取り除く。

③凧は板ガラスにパウダーを溶着し、立体感のある凧を作

る。凧糸は黒系のストロー状のガラスを用い、ピアノ線

で補強し、家並みの間に差し込む。

④霞は透明ガラスに、柾、金箔壕ど何層にも重ねて制作し、

石膏型の上にのせて階段状に曲げる。

⑤最後に茶塗りのケヤ牛の木台に組み立て、発光ダイオー
ドを霞の中に、電球を円筒形に内蔵して完成する。

土屋良雄（サントリー美術館企画委員　美術史家）
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原票樹林をテーマにした「凝切子J　モチーフは照資材の菜

鮮やかなカレーやピンクを引き止てる鹿瀬の色は木の年齢　卓厚感のある夢幻の美の誕生

22　花器「綾切子」
径22．5×高60cm


